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研究成果の概要（和文）：沖縄地域において、東村跡等の遺跡出土イノシシ類の骨を対象とし、形質の分析によ
りブタを選び出してそれらの特徴を明らかにし、あわせてそれらのAMS年代測定を実施した。詳細が明らかにな
ったのはまだ沖縄本島の一部の遺跡に限定はされるものの、その結果として中～近世には出土イノシシ類のほと
んどがブタであり、これには複数タイプのブタが含まれること、縄文時代早期の終わり頃にはすでに中国から大
量にブタが持ち込まれていたことなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In Okinawa, the bones of boars excavated from sites such as Agari-Mura Site 
were used to select pigs for analysis of their morphological characteristics. In addition, AMS 
dating was carried out on the bones. Although the details are still limited to a few sites on the 
main island of Okinawa, as a result, it was found that most of the boars excavated during the 
medieval and early modern period were pigs, including several types of pigs, and that a large number
 of pigs had already been introduced from China at the end of the initial Jomon period.

研究分野： 動物考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　沖縄では現在もブタがさかんに利用されるが、ブタ飼育・利用の変遷の歴史はこれまで具体的にはほとんどわ
かっていなかった。特に、ブタがいつから沖縄に持ち込まれたのかは大きな問題であった。これについて、縄文
時代早期の終わり頃という古い時期にはすでに中国から大量にブタが持ち込まれていたことを明らかにできた。
また、中世～近世についても、遺跡から出土する（利用された）骨が狩猟されたイノシシなのか飼育されたブタ
なのかが問題であったが、都市部で利用されたのはほとんどがブタであることも明らかにできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本列島の本州〜九州では、古い時代には野生のイノシシが生息して狩猟されていたが、そ

れを自ら家畜化してブタを作り出すことはなかった。一方、中国ではイノシシが長い時間をか
けて家畜化され、その過程で骨にも家畜化現象と呼ばれる野生種からの形態の変化が起きた。
この家畜として完成した後にもたらされたブタが、弥生時代には西日本で広く大量に、東日本
でも西日本よりは少ないが飼育・利用された。古代になると西日本の飼育個体数は減少し、東
日本ではむしろ増加する傾向が見られるが、中世にはこの系譜は途絶えることが動物考古学的
に明らかになっている。 
しかし、沖縄におけるこのようなプロセスはよくわかっていない。かつては、主に文献史料

を根拠に「沖縄には 14世紀頃に中国からブタが導入された(=それ以前の出土資料はすべてイノ
シシ)」と広く考えられてきた。その後、出土個体の大きさの変化や DNA 分析の結果等から、さ
らに古い時代に中国大陸からブタが持ち込まれた可能性は指摘されてきたが、具体的な状況は
不明であった。 
 
２．研究の目的 
本研究が目指すのは「沖縄におけるブタ飼育・利用の歴史的なプロセスの復元」である。そ

のために、具体的には沖縄地域の先史〜歴史時代各遺跡の出土イノシシ類の骨（家畜のブタと
狩猟されたイノシシが混在して出土するので、両者を併せてイノシシ類とする）を対象とし
て、①非計測形質と計測形質の分析によりブタを選び出し、それらの形質的な特徴を明らかに
し、②AMS 年代測定を実施して所属実年代を確定し、③①と②の結果から「どんなタイプのブ
タがいつどの地域でどの程度の規模で飼育・利用されていたか」の変遷状況の復元を目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者が連携研究者・研究協力者の協力を得ながら、以下の 3 つを行った。 
1、沖縄県の遺跡出土資料の形質の分析：沖縄県のイノシシ類の骨が多量に出土した各時代の遺
跡で、イノシシ類骨の形質を観察・計測・記録した。主な対象遺跡は、野国貝塚（縄文相当
期）、具志原貝塚（弥生〜古代相当期）、今帰仁城址（中世）、東村跡（中〜近世）等であ
る。観察・計測は残存状態が良く形質の特徴が表れやすい下顎骨・下顎歯を中心に行った。 
2、沖縄県の遺跡出土資料の年代測定：沖縄の出土イノシシ類には正確な実年代が確定していな
いものも多いので、形質の分析を行った資料を対象として、AMS 法（加速器質量分析法）によ
る放射性炭素年代測定を行った。 
3、分析・測定結果のまとめと検討：代表者・連携研究者・研究協力者らで集まり、集成したデ
ータの検討を行った。まだカバーできた地域と時代が限られているので、沖縄の一部分ではあ
るが、1・2の結果からブタの地域性と時代性をまとめ、形質の変化と出土量の変化に着目して
ブタの飼育・利用のあり方がどう変わっていくかを考察した。 
 
４．研究成果 
以下に①中〜近世と②先史時代に分けて述べたい。 

①中〜近世について 
中世〜近世の遺跡出土資料については、那覇市東村跡を中心に、3000 点以上のイノシシ類遺

体の形質の観察・計測を行った。特に東村跡と屋比久グスク（南城市）では、出土したすべて
のイノシシ類遺体について詳細なデータを得た。これらの観察・計測の結果、以下の成果が得
られた。 
1) 東村跡と屋比久グスクの資料で、イノシシ類全体中のブタとイノシシの比率を推定すること
ができた。いずれもイノシシはほとんど含まれておらず、ほぼすべての資料がブタであると考
えられる。このような状況が、当該時期の沖縄本島中部・南部においては一般的であった可能
性がある。 
2)同様に東村跡と屋比久グスク出土資料については、出土イノシシ類（ブタ）の年齢構成を明
らかにできた。資料数の多い東村跡で見ると、若獣が 84％と圧倒的に多数を占めている。 
3) これまで、本州〜九州で出土する弥生時代ブタは、頭部（頭蓋骨・下顎骨）と第一頚椎の形
態では野生イノシシと相違点があり、区別することができるが、それ以外の四肢骨等では違い
がはっきりせず、区別できないとされてきた。しかし、それ以外の四肢骨等においても、ブタ
とイノシシを区別する指標を抽出することができた。 
4) 遺跡出土資料には形質の異なる複数タイプのブタが含まれており、タイプによってその出現
時期も異なることを明らかにできた。 
これらの成果は日本動物考古学会第 7回大会で発表し（新美・金城 2019）、名古屋大学博物

館研究報告 35号（新美・金城 2019）や南島考古 39号（新美・金城 2020）などで公表した。 
 



②先史時代について 
先史時代の遺跡出土資料については、野国貝塚出土資料を中心に分析を行った。野国貝塚出

土イノシシ類は沖縄の縄文時代を代表する動物遺体資料であり、その出土量の多さから調査は
まだ途中であるものの、以下の成果を得た。 
1) これらは沖縄の新石器時代のイノシシとしては所属年代が最も古いと考えられる資料のひと
つであるが、その実年代はこれまでよくわかっていなかった。そこで、筆者らは IIIb 層・IVb
層・Vc層出土のイノシシ骨それぞれ 1点ずつについて、加速器質量分析法（AMS 法）による放
射性炭素年代測定を行った。IVb 層出土資料にはコラーゲンが残っていなかったため測定でき
なかったが、IIIb 層と Vc層出土資料については年代値を得られており、IIIb 層出土下顎骨の
測定値を較正した 2σ暦年代範囲は 5312-5211 cal BC (95.4%)で、Vc 層出土頭蓋骨片の測定値
を較正した 2σ暦年代範囲は 5558-5474 cal BC (95.4%)であった。III 層出土資料の年代より
も V層出土資料の年代の方がやや古いが、いずれの年代も縄文早期の終わり頃と考えられる。 
2) これらのイノシシ骨については、これまでにも炭素・窒素安定同位体比分析や DNA 分析の
結果から中国産ブタが持ち込まれた可能性が指摘されていたが、出土個体群の全容は不明であ
った。そこで、筆者らは個体群全体を対象として家畜化現象に着目した形態の検討を始めた。
出土下顎骨から無作為に抽出した 71点の中に、下顎連合部下面が残存している資料が 22点含
まれており、そのうち 21点の連合部下面には明確な凹みが見られた。この凹みは、イノシシか
らブタへの家畜化の過程で現れる変化、つまり家畜化現象の一つであり、凹みを持つ下顎骨は
家畜化されたブタ、あるいはその子孫と考えられる。そして、無作為抽出された連合部下面が
残存する下顎骨 22 点のうち 21 点がブタであることからは、すべての資料中においてもブタが
大部分を占めると推定された。 
これらの成果は動物考古学 38 号（新美・盛本 2021）などに公表した。 
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